
200 300 400 500 600

イ
ト
倭
国
の
権
威
失
墜

卑
弥
呼
、
倭
国
女
王
に
共
立

新
生
倭
国
誕
生(

首
都
纒
向
建
設
）

卑
弥
呼
死
去

ヤ
マ
ト
王
権
、
半
島
と
の
外
交･

交
易
本
格
化

倭
王
讃
、
宋
に
朝
貢

倭の五王時代

｢

治
天
下
大
王｣

号
成
立

古
墳
縮
小
化

「
倭
国
乱
」

ａ

均
衡
破
れ
各
勢
力
が
並
立

(

＝
乱
終
結)

｢

筑･

備･

播･

讃｣

等
が

連
合
新
政
府
を
構
想

ま
き
む
く

（
交
易
を
半
島
と
近
畿
を
直
結
す
る
海
路
に
転
換
）

狗
奴
国(

濃
尾
平
野)

失
墜

く

ぬ

＝
周
辺
勢
力
、
ヤ
マ
ト
王
権
へ
編
入

ｂ

王
権
祭
祀
本
格
化

三
輪
山
祭
祀
確
立 (

沖
ノ
島
祭
祀
・
三
輪
山
祭
祀)

｢

定
型
化｣

巨
大
前
方
後
円
墳
、
築
造
始
ま
る

半
島
情
勢
に
政
治
介
入

先進技術等を独

占掌握した王権、
地方豪族への再
分配を通して飛
躍的に勢力伸長伽

耶
と
の
関
係

緊
密
化

在
地
首
長
の
勢
力
交
替

終
息
へ

ｃ

倭国(ヤマト王権)

百済･伽耶諸国

先進技術･
文物･鉄

軍事力

地方豪族

先進技術･
文物等

奉 仕

河
内
へ
王
権
基
盤
の
拡
大

河
内
に
渡
来
人
を
計
画
的
に
集
住
さ
せ
、

先
進
技
術
に
よ
る
生
産
拠
点
化
推
進

（
冊
封
体
制
か
ら
の
離
脱
）

巨大古墳の世紀

ｅ

(吉備氏･葛城氏など)

日
本
列
島
情
勢(

全
般)

王
権

信

仰

古墳時代を中心とした古代日本史年表（2～7世紀） Copyright(C) 2001, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

経
済

200 300 400 500 600

王権内で
大王の権力向上

王権(連合政権自体)の
勢力急伸長

未だ王権内で大王家と

諸豪族の差は小さい

列島支配や半島介入に
中国王朝の権威必要

中国王朝の権威
必要性低下

祭祀遺跡(磐座･磐境)

シャーマニズム(呪術的世界)

鏡･剣･玉などの祭具を
神の依り代とした祭り

（自然神を祀る段階）

アニミズム(自然崇拝)

豪族は司祭者的性格を

残した政治的支配者 政治権力が信仰に優位
（呪術的世界の没落）

具体的イメージを

持った神々の登場
「高天原神話」

大王を頂く
信仰的統一完成

祝詞に権威

大和言葉に不動の地位

仏教伝来

固有の信仰を自覚

寺院に対して神社成立

自然神＋祖先神（氏神成立）

言霊信仰

清明心（キヨキ・アカキ・ナオキ・タダシキ）

青銅祭祀

元来は穀霊のマツリの祭具
→クニ･国を守るカミの依り代に

物語精神の発露

神宝を神社に奉納

(銅鐸･銅矛等)

首長霊誕生

伽
耶
四
県
を
百
済
に
割
譲

筑
紫
国
造
磐
井
の
乱

仏
教
公
伝

大
伴
金
村
失
脚

崇
仏
論
争

伽
耶
、
新
羅
に
よ
り
滅
亡

物
部
氏
滅
亡

崇
峻
天
皇
暗
殺

聖
徳
太
子

蘇
我
氏
専
横

大
化
改
新

（
前
方
後
円
墳
→
群
集
墳
へ
）

（
地
方
支
配
に
翳
り
）

（
半
島
に
お
け
る
拠
点
喪
失
）

ｇ

倭 国

百 済

先進文物救 軍

ヤマト政権の動揺

多元的君臣関係

国造制･部民制･
ミヤケ制

(矛盾深刻化)

崇仏論争

大王の
権力低下

蘇
我
氏
台
頭

外来文物･技術･
ノウハウを掌握

イ
ト
倭
国(

北
部
九
州)

全
盛

＝
後
漢
帝
国
の
後
ろ
盾

古墳祭祀確立

物の流入、
北部九州→近畿へ

半島との交易、
北部九州が独占

（継承）

青銅祭祀、王権の伸長により廃絶

列島の生活様式革新
(竈･須恵器等の土器)

先進文物を
地方へ分与

鉄・先進技術文物等を
ヤマト王権が独占掌握

技術変革
･社会変革

地域社会、
自律的運用と
再生産を開始

農民富裕化、
旧土豪勢力没落

大王による
列島支配安定

鉄や先進文
物による地
方支配限界

半島への影響力
低下・拠点喪失

地方支配
に翳り

半島情勢緊迫

渡来人第一波(伽耶)

半島との交易路変更 ＝

在地首長間の
抗争に軍事介入 地方支配の

機構整備

新羅台頭
百済南進

冊封体制からの自立

百済勢力

葬礼と神祭の分離が急速に進行

積極的に朝貢

神社建築

(古墳終焉へ)

(外来要素排除･弥生時代への復古)

古墳の副葬品急変

(呪術的→権力的)

社
会

巫女の活躍

王権信仰、地方へ浸透

古墳巨大化・オブジェ化（継承儀礼整備）
巨大前方後円墳(＝王権ブランド)広がる

｢筑･備･播･讃｣等が
連合政権を構想

イト倭国動揺

「
倭
国
乱
」第二次高地性集落

（北部九州に対する脅威感）

環壕集落消滅(社会安定化)

ヤマト王権、列島各地の
国々と政治的関係を形成

王権、徐々に権力強化
卑
弥
呼

(

首
都
纒
向
建
設
）

新
生
倭
国
誕
生

第三次高地性集落発生→遠方に後退

（近畿に対する脅威感）

巨大古墳築造

（青年型社会心理）

神話世界創造

（物語精神・壮年型社会心理）

崇仏論争 飛鳥文化

（宗教精神・老年型社会心理）



200 300 400 500 600

イ
ト
倭
国
の
権
威
失
墜

卑
弥
呼
、
倭
国
女
王
に
共
立

新
生
倭
国
誕
生(

首
都
纒
向
建
設
）

卑
弥
呼
死
去

ヤ
マ
ト
王
権
、
半
島
と
の
外
交･

交
易
本
格
化

倭
王
讃
、
宋
に
朝
貢

｢

治
天
下
大
王｣

号
成
立

古
墳
縮
小
化

「
倭
国
乱
」

ａ

均
衡
破
れ
各
勢
力
が
並
立

(

＝
乱
終
結)

｢

筑･

備･

播･

讃｣

等
が

連
合
新
政
府
を
構
想

ま
き
む
く

ヤマト王権、列島各地の
国々と政治的関係を形成
王権、徐々に権力強化

（
交
易
を
半
島
と
近
畿
を
直
結
す
る
海
路
に
転
換
）

狗
奴
国(

濃
尾
平
野)

失
墜

く

ぬ

＝
周
辺
勢
力
、
ヤ
マ
ト
王
権
へ
編
入

ｂ

王
権
祭
祀
本
格
化

三
輪
山
祭
祀
確
立 (

沖
ノ
島
祭
祀
・
三
輪
山
祭
祀)

｢

定
型
化｣

巨
大
前
方
後
円
墳
、
築
造
始
ま
る

半
島
情
勢
に
政
治
介
入

加
耶
と
の
関
係

緊
密
化

渡
来
人
第
一
波(
伽
耶
か
ら)

在
地
首
長
の
勢
力
交
替

終
息
へ

ｃ

在
地
首
長
間
の
抗
争
に
軍
事
介
入

河
内
へ
王
権
基
盤
の
拡
大

（
先
進
技
術
に
よ
る
生
産
拠
点
化
推
進
）

先
進
技
術･
文
物
、
集
中
的
に
流
入

倭王権の勢力、
飛躍的に伸長

（
冊
封
体
制
か
ら
の
離
脱
）

ｅ

旧
土
豪
勢
力
没
落

古墳秩序の展開 Copyright(C) 2001, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

大王による
列島支配安定
(冊封の
重要性低下)

祭祀遺跡

政治権力が信仰に優位

（呪術的世界の没落）

具体的イメージを
持った神々の登場

「高天原神話」(大王を頂く信仰的統一完成)

祝詞に権威

大和言葉に不動の地位

仏教伝来

固有の信仰を自覚

寺院に対して神社成立 → 神社建築(外来信仰要素の排除)

自然神＋祖先神（氏神成立）

言霊信仰

青銅祭祀

古墳祭祀

神宝を神社に奉納

銅鐸･銅矛等

継承儀礼整備

伽
耶
四
県
を
百
済
に
割
譲

筑
紫
国
造
磐
井
の
乱

仏
教
公
伝

大
伴
金
村
失
脚

崇
仏
論
争

伽
耶
、
新
羅
に
よ
り
滅
亡

物
部
氏
滅
亡

崇
峻
天
皇
暗
殺

聖
徳
太
子

蘇
我
氏
専
横

大
化
改
新

（
前
方
後
円
墳
→
群
集
墳
へ
）

（
地
方
支
配
に
翳
り
）

（
半
島
に
お
け
る
拠
点
喪
失
）

ｇ

ヤマト政権の動揺

多元的君臣関係

国造制･
ミヤケ制･部民制

(矛盾深刻化)

崇仏論争

大王の権力低下

蘇我氏台頭

外来文物･技術･

ノウハウを掌握、
移入促進

イ
ト
倭
国(

北
部
九
州)

全
盛

物
の
流
入
、
北
部
九
州
→
近
畿
へ

ａ

ｂ

ｃ ｅ

ｇ

倭の五王時代

巨大古墳の世紀

ヤマト王権、
主に東方へ勢力伸長

「
倭
国
乱
」

均
衡
破
れ
各
勢
力
が
並
立

｢

筑･

備･

播･

讃｣

等
が

連
合
新
政
府
を
構
想

卑
弥
呼
、
倭
国
女
王
に
共
立

新
生
倭
国
誕
生(

首
都
纒
向
建
設
）

瀬戸内～近畿、北部九州の
脅威に対して危機感を共有

（第二次高地性集落）

イ
ト
倭
国
の
権
威
失
墜

半
島
と
の
外
交･

交
易
本
格
化

青
銅
の
マ
ツ
リ
消
滅
→
古
墳
祭
祀
へ

脅
威
の
震
源
、
北
部
九
州
→
近
畿
に

（
第
三
次
高
地
性
集
落
、
遠
方
へ
後
退
）

先進技術等を
独占掌握した王権、

地方豪族への
再分配を通して
飛躍的に勢力伸長

ヤ
マ
ト
王
権
、

鉄
と
先
進
技
術･

文
物
を
独
占
掌
握

（
半
島
と
の
交
易
、
北
部
九
州
勢
が
掌
握
）

雄 略

在
地
首
長
間
の

抗
争
に
軍
事
介
入

地
方
勢
力
交
替
終
息

宋への朝貢

｢

治
天
下
大
王｣

渡
来
人
第
二
波(

百
済
か
ら)

(首長霊)

穀霊信仰

廃絶

(形骸化)(葬礼と神祭の分離急速進行)

(自然神を祀る)

磐座･磐境

呪術的世界(巫女の活躍)

(クニ･国を守る祭祀)

神話世界の創造
(物語精神)

ヤ
マ
ト
王
権
、

Ｃ

Ｄ

崇仏論争
(宗教精神)

地域社会、
自律的運用と
再生産を開始

鉄や先進文
物による地
方支配限界

半島への影響力
低下・拠点喪失

筑紫の国造
磐井の反乱

崇
峻
天
皇
暗
殺
聖徳太子

蘇
我
氏
専
横

大
化
改
新

飛鳥文化

古墳変容
(縮小・群集墳)

氏寺建立(古墳終焉へ)

半
島
情
勢
に
政
治
介
入

巨大古墳の築造
(豪快なモニュメント)

Ｂ

ａ

列島の生活様式革新
(竈･須恵器等の土器)

技術変革
･社会変革

農民富裕化

高天原神話

王権ブランドの祭祀、地方へ浸透



1200

大
化
改
新

ａ ｂ ｃ ｆ

日
本
列
島
情
勢(

全
般)

ｇ

11001000900800700600500

ｅ ａ

６
４
５

ｇ ｄ

壬
申
の
乱

６
７
２

大
宝
律
令

７
０
１

平
城
遷
都

７
１
０

大
仏
開
眼
供
養

７
５
２

桓
武
天
皇
即
位

７
８
１

政
界
混
乱

平
安
遷
都

７
９
４

薬
子
の
変

８
１
０

弘
仁
格
式
撰
上

８
２
０

藤
原
良
房

摂
政
に
就
任

８
５
８

貞
観
格
式
編
纂

８
６
９

藤
原
基
経

初
の
関
白
に
就
任

８
８
７

菅
原
道
真
左
遷

９
０
１

延
喜
格
完
成

９
０
７

藤
原
実
頼

関
白
に
就
任

９
６
７

延喜･天暦の治

（醍醐･村上親政）

摂関政治
（摂政･関白常置）

藤
原
頼
通

摂
政
に
就
任

１
０
１
７

道
長
時
代

平
清
盛

１
０
６
９

院
政
始
ま
る

１
０
８
６

保
元･

平
治
の
乱

１
１
５
６

～
５
９

頼通時代 院 政 期

鎌
倉
幕
府
成
立

１
１
９
２

崇
峻
天
皇
暗
殺

５
９
２

天

皇

貴

族

法

制

地
方
支
配

土

地

税

制

対
外･

軍
事

文

化

社
会
心
理

奈良･平安時代を中心とした古代日本史年表（6～12世紀） Copyright(C) 2001, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

崇

峻

推

古

舒

明

皇

極

天

智

持

統

文

武

孝

徳

斉

明

天

武

元

明

元

正

聖

武

孝

謙

淳

仁

称

徳

光

仁

桓

武

平

城

嵯

峨

淳

和

仁

明

文

徳

清

和

陽

成

光

孝

宇

多

醍

醐

朱

雀

村

上

冷
泉

円

融

花
山

一

条

後
一
条

後
朱
雀

後
冷
泉

後
三
条

延
久
の
荘
園
整
理
令

白

河

堀

川

鳥

羽

崇

徳

近

衛

後
白
河

二

条

六

条

高

倉

安

徳

後
鳥
羽

土
御
門

順

徳

後
堀
河

四

条

後
嵯
峨

後
深
草

亀

山

用
明

敏

達

欽

明

宣

化

安

閑

継

体

壬
申
の
乱

権
力
強
化

天
武
天
皇
の

聖徳太子
を
強
力
に
推
進

律
令
国
家
建
設

｢

律
令
制
再
建｣

へ

仏教の
影響排除

→ 皇位安定化

蔵人｢二所朝廷｣の清算

薬子の変(皇位不安定)

天皇の権威向上・清浄化

穢れから隔離=天皇は内裏から不出
絶 対 的 な 権 威 を 維 持 ｢二所朝廷｣の再現 ＝ 天皇の権威低下

旧来の豪族を政府の
官吏として組織化

大
宝
律
令

須
事
項
を
規
定

国
家
統
治
の
必

養
老
律
令

詔勅や官符 増大

整理の必要性 発生
積極的な現実対応と立法化(=格式編纂)

律令制後の詔勅や官符を法典化

勘
解
由
使

検
非
違
使

弘
仁
格
式

令
義
解

貞
観
格
式

(

改
良)

延
喜
格

(

完
成)

負名体制の制度化，
いわゆる｢律令制崩壊｣

延
喜
式

藤原北家 他氏排斥と官位掌握
冬
嗣
蔵
人
頭

承
和
の
変配

流)
(

伴
健
岑
ら

応
天
門
の
変

配
流)

(

伴
善
男
ら

良
房

摂
政
に

基
経

関
白
に

昌
泰
の
変

(

菅
原
道
真
左
遷)

事実上の他氏排斥終了

藤原氏｢天皇の外戚｣(盤石の地位を維持)

実
頼

関
白
に

摂関常置化

藤原道長 藤原頼通

摂関家世襲化

（
後
三
条
即
位
）

外
戚
の
地
位
喪
失

(社会分権化)

中央集権制後退

先例や儀式を重視(現状維持)

令外官律
令
体
制
の
危
機

公地公民制 順調推移

改
新
の
詔
（
公
地
公
民
宣
言)

班
田
収
授
法
施
行

中央政府は
国司の任国支配に

細かい指示

三
世
一
身
法

墾
田
永
年
私
財
法

土地私有化傾向 墾
田
私
有
の
禁
を
解
く

土地私有化傾向克服への努力

班田制の衰退

農民の浮浪や逃亡増加，造籍の混乱(偽籍)

中央政府への進納物減少

一部の農民 富裕化

初期荘園土地所有の拡大
最
後
の
班
田
実
施

(律令制を前提としたので)

衰退

(国司の任国一任支配)負名体制

(いわゆる｢王朝時代｣を支える経済体制)

荘 園 公 領 制

・田の面積を基準に国毎の租税額を決定
(中央政府への進納物を

一定額で国司に請け負わせる)
・人身課税から土地課税へ移行
・国司は実際の土地支配力に応じて

新たな課税単位｢名｣を設定
・納税能力のある者に

｢名｣の耕作を請け負わせる(田堵)

国司は地方を強力に支配

(中央官僚出身) 時に激しい収奪 公領荒廃

寄進地系荘園発達化

(

班
田
廃
絶)

一部の富農は武力を以て国司に対抗

武士団成長

連続的に移行

｢

一
国
平
均
役｣

を
考
案

公領と荘園の
区別なく課税

長
久
の
荘
園
整
理
令

寛
徳
の
荘
園
整
理
令

延
久
の
荘
園
整
理
令

そ
の
た
め
に

中央政府の力に
依存しなければ
荘園の制御が不可能

国司弱体化

結
果
的
に
荘
園
を
追
認

土
地
私
有
化
加
速

国
庫
枯
渇

貴
族
の
禄
を
払
え
ず

知行国制
(公領私物化)

荘園寄進激増

対新羅関係冷却・軍事的緊張つづく

百
済
滅
亡

白
村
江
の
戦
い(

敗
北)

西
国
に
防
人
を
置
く

「
政
の
要
は
軍
事
な
り
」

｢隼人｣は列島内の異民族

隼人の｢朝貢｣は
天皇による徳化の証

隼人の外側に新羅･渤海をおく

｢日本は小中華帝国｣という認識

小帝国構想

[

唐]

安
禄
山
の
乱

[

新
羅]

不
安
定
化 軍縮へ転換

必
要
性
低
下

対
外
軍
備

唐・新羅 衰退（対外緊張緩和）

健
児
の
制

薩
摩･

大
隅
で
班
田
実
施

(

軍
団
廃
止
＝
兵
農
分
離)

和
同
開
珎

軍
団(

成
人
男
子
よ
り
徴
兵)

蝦
夷
征
伐
終
了

蝦
夷
征
伐
開
始

貴族層
文化創造に
エネルギー傾注
(文化国家の礎)

大陸文化からの独立・日本化

武
士
の
発
生

承
平
・
天
慶
の
乱

滝口の武士

(宮中警備)

地方で勢力拡大 北面の武士

武士が中央政界
に進出する足場

貴族社会の
内部抗争も
武士の実力
により解決

保
元
の
乱

荘園の独立性拡大

院の権力強化

院政の基盤

国司知行国主化

(不輸の権･不入の権)

平
治
の
乱

(

平
氏
政
権)

大寺院
僧兵を組織化

国司と対立

貴族は無気力(神仏の威を恐れる)

武士への依存性拡大

武士の進出招来

強訴

院 政

初
の
遣
隋
使

貴族無能化

仏
教
興
隆
の
詔

敬
神
の
詔

仏
教
伝
来

医･

易･

暦
な
ど
伝
来

五
経
博
士

･

仏
工･

寺
工
な
ど
伝
来

経
論･

律
師･

禅
師

百済より先進文化伝来

蘇我氏専横

冠
位
十
二
階
の
制

大
化
改
新

初
の
遣
唐
使

遣
唐
使
廃
止

国造制・屯倉制・部民制

氏 姓制度

半
島
で
の
拠
点
喪
失

（豪族の支配力に依存した地方統治機構）

蘇我氏台頭

崇
仏
論
争

私地私民制

聖
徳
太
子
の
改
革

蘇
我
氏
専
横

国家仏教

地方で
神仏習合が現象化
(神宮寺の成立)

神
仏
対
等
策

(腐敗)

中央進出(鎮守)
＝｢神仏対等｣破綻

神仏習合が全国的に進展・理論化もすすむ 本地垂迹説・本地仏設定と造像

（日本の仏教化・仏教の日本化）

漢文の読み下し法・仮名文字の発明と普及

大陸文化の積極的摂取(主に中国から) 国風文化の開花

仮名文字文学

白 鳳 文 化（清新） 天 平 文 化（素朴･純粋）

少年型社会心理

弘 仁･ 貞 観 文 化（生気にあふれる）

青年型社会心理

漢文化吸収→漢詩流行・密教(現世指向)

国 風 文 化（優雅・写実的）

散文・物語文学・大和絵

壮年型社会心理

（宗教心理）

浄土信仰・末法思想(来世指向)

老年型社会心理

飛 鳥 文 化（宗教的）

老年型社会心理

三

条

仲
恭

弘
文

承
久
の
乱

１
２
２
１

御
成
敗
式
目

１
２
３
２
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大
化
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新
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11001000900800700600500
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６
４
５
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壬
申
の
乱

６
７
２

大
宝
律
令

７
０
１

平
城
遷
都

７
１
０

大
仏
開
眼
供
養

７
５
２

桓
武
天
皇
即
位

７
８
１

政
界
混
乱

平
安
遷
都

７
９
４

薬
子
の
変

８
１
０

弘
仁
格
式
撰
上

８
２
０

藤
原
良
房

摂
政
に
就
任

８
５
８

貞
観
格
式
編
纂

８
６
９

藤
原
基
経

初
の
関
白
に
就
任

８
８
７

菅
原
道
真
左
遷

９
０
１

延
喜
格
完
成

９
０
７

藤
原
実
頼

関
白
に
就
任

９
６
７

延喜･天暦の治

（醍醐･村上親政）

摂関政治
（摂政･関白常置）

藤
原
頼
通

摂
政
に
就
任

１
０
１
７

道
長
時
代

平
清
盛

１
０
６
９

院
政
始
ま
る

１
０
８
６

保
元･

平
治
の
乱

１
１
５
６

～
５
９

頼通時代 院 政 期

鎌
倉
幕
府
成
立

１
１
９
２

崇
峻
天
皇
暗
殺

５
９
２

奈良･平安秩序 Copyright(C) 2001-2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

延
久
の
荘
園
整
理
令

聖徳太子

天皇 絶対的な権威を維持

藤原氏｢天皇の外戚｣(盤石の地位を維持)

道 長

先例や儀式を重視(現状維持指向)

(国司の任国一任支配)負名体制

国司は地方を強力に支配

時に激しい収奪

公領荒廃

武
士
の
発
生

承
平
・
天
慶
の
乱

平清盛

国造制・屯倉制・部民制

氏 姓制度

（豪族の支配力に依存した地方統治機構）

私地私民制

聖
徳
太
子
の
改
革

蘇
我
氏
専
横

国風文化の開花

（素朴･

飛 鳥 文 化

承
久
の
乱

１
２
２
１

御
成
敗
式
目

１
２
３
２

ｇ

崇
峻
天
皇
暗
殺

蘇
我
氏
専
横

ｃ

ｐ

ｄ

延喜･天暦の治
（醍醐･村上親政）

摂関政治
（摂政･関白常置）

ｐ

田の面積を基準に
国毎の租税額を決定し，
中央政府への進納物を
一定額で国司に請け負わせる

Ｃ

大 和 絵

散 文 ・ 物 語 文 学

作 家 の 時 代

荘園・国衙領の

公武二元支配


